
　令和７年第４回定例会は、11月27日から12月17日まで21日間の会期で開かれました。
　十和田市債権管理条例の制定についてなど、議案35件、報告１件が上程され、いずれも原案の
とおり可決されました。

議案審議の状況
12月定例会

❷ ❸

「〇」は賛成、「×」は反対、「欠」は欠席、「退」は退出、「－」は議長（原則、表決に加わりません。）
「除」は除斥（審議案件と一定の利害関係を有するため、審議に参加することができない者）

賛否が分かれた議案の審議結果
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議案 
第68号

十和田市事務分掌条例等の一部を
改正する条例の制定について 〇 〇 × × 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 × － 可

決

問　令和８年度の市役所組織再編の概要は。
答　限られた人員の活用を第一として、組織の
集約化、効率化を図るとともに、市民の分かり
やすさ、利便性を重視し、名称やフロア配置の
変更を検討しています。
問　一連の不祥事では、上司の管理不足が要因
だったとの報告もあるが、適正な業務執行に向
け、内部統制を管轄する部署を設置する考えは。
答　多種多様な業務を限られた人数で効率的に
進めるためには、管理する側ではなく、実務担
当の職員を確保し、負担の軽減とチェック体制
を確立する必要があると考えています。
問　人件費や庁内表示、システム改修など組織
再編による経費の見込みは。
答　概ね900万円を見込んでいます。

問　ハンターの確保に向け、十和田市有害鳥獣
捕獲従事者育成支援事業の補助対象である50
歳以下という年齢制限を撤廃するべきでは。
答　関係者と協議しながら検討します。
問　ハンターの報酬を引上げる考えは。
答　猟友会と協議し、令和７年度に改定を行っ
たほか、令和８年度も引上げを検討しています。
問　児童生徒の安全対策として熊よけベルなど
を配布する考えは。
答　市内小中学校への配布について検討します。

問　青の煌めきあおもり国スポ・障スポ大会開
催の成果を後世に遺し、まちづくりに結びつけ
ていくためのレガシービジョンは。
答　ハード面・ソフト面それぞれの成果を、ど
ういった形にすることで一過性のものにとどま
らず、将来にわたり地域の活性化に結びつくの
か検討していきます。

問　のづき内科小児科クリニック前交差点の事
故発生状況は。
答　令和７年は、11月末時点で人身事故が５件、
物件事故が６件発生しており、最も多い事故原
因は、一時不停止です。
問　事故防止対策の実施状況は。
答　令和７年度は、減速を促す路面標示の追加
や優先道路との境界線を明確にするドットライ
ンの新設などを行いました。
問　新たに注意喚起看板を設置する考えは。
答　夜間に車のライトに反応する高輝度看板の
採用も含めて、より効果的な対策を進めます。

問　市民図書館における障がいのある方や高齢
者へのサービス充実の取組は。
答　大活字本やLLブックの充実、拡大読書器
の設置、対面朗読や宅配による貸出サービス等
を実施しています。令和７年12月の休館日には、
障がいなどを理由にこれまで図書館を利用した
ことがない児童生徒と保護者を対象に、見学・
体験イベントを初めて開催する予定です。
問　直射日光による本の色あせ対策は。
答　紫外線の軽減効果のある窓ガラスを使用し
ているほか、状況に応じてロールカーテンを活
用するなど色あせの軽減を図っています。

問　医療的ケア児への支援状況は。
答　市内には９名の医療的ケア児がおり、希望
のあった全てのご家族に対しコーディネーター
を配置し、相談体制の充実に努めています。
　令和７年度は、医療的ケア児と家族同士が交
流を深めるとともに市民の理解促進を図る交流
会の開催や、上十三圏域におけるよりよい支援
体制の構築に向けた検討を進めています。

一 般 質 問第４回定例会は、15人の議員から一般質問がありました。紙面の都合上、各議員が指定した質問事項とその答弁を要約して
掲載しています。詳細については、十和田市ホームページ内、会議録検索システム（3月掲載予定）をご覧ください。

市役所組織再編に係る経費は

概ね900万円を見込んでいる

太　田　正　幸
（立憲農民クラブ）

事故多発交差点への
　　　　　注意喚起看板の設置を
高輝度看板の採用も含め
　　　　　　　　対策を進める

山　端　美樹子
（自民公明クラブ）

物価高騰対策事業の予算を計上　可決
　物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金を活用し、物価高騰の影響を受けている市民・事業者等へ
の支援事業を実施します。

◆十和田市民応援券発行事業
　市内各店舗等で利用できる１人当たり7,000円分の商品券を配布します。
　対象者：全世帯
◆中小企業者支援給付金事業
　事業の継続を支援するため、中小企業者へ給付金を支給します。
　対象者：事業収入額が月平均10万円以上の中小企業者
◆生活困窮者に対する灯油購入費助成事業
　生活が困窮している世帯の負担軽減を図るため、１世帯当たり7,000円分の灯油購入費を支給します。
　対象者：令和７年度住民税非課税世帯又は住民税均等割のみ課税されている世帯
◆デジタルポイント還元事業
　PayPayを利用してキャッシュレス決済を行った場合に、支払金額の最大20％のポイント還元をします。
　対象店舗：市内のPayPay加盟店  約900店舗（※大手コンビニエンスストア、公共サービス等を除く。）
◆畜産飼料価格高騰対策支援給付金事業
　事業の継続を支援するため、畜産農家へ給付金を支給します。
　対象者：市内に住所又は事業所を有し、畜産業を営む事業者で、市に家畜伝染病予防法に基づく飼育

頭数の報告を行っている者
◆原料米価格高騰対策支援事業
　事業の継続を支援するため、酒類、麹、味噌、醤油、米粉等の製造業者に対し、令和７年国産原料米
の仕入価格高騰分の一部を補助します。
　対象者：市内に住所又は事業所を有し、酒類、麹、味噌、醤油、米粉等を製造する事業者
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